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 【はじめに】  
 近年、国の少子化対策として、待機児童 0(ゼロ )施策などにより、保育所等 (保育所・幼稚
園・こども園 )の定員の拡充が行われてきた。そのことにより、全国的な保育所等の保育士
不足が叫ばれて久しい。しかし、保育士不足は、保育所等だけでなく、保育士等を必要とす




の保育士資格取得者の約 70％が保育所等 (保育所・幼稚園・こども園 )に就職している。一方、
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保育所以外の児童福祉施設へ就職した学生は、わずか 6％である (保育所以外の児童福祉施設
への就職者／就職者 )。  
保育所保育士は、ここ数年の保育士不足による保育士確保対策事業として、処遇改善の加
算、保育士等キャリアアップ研修による手当により、保育士の給与が改善され、全産業の平
均に近づいてきている。厚生労働省 (2016)によると、障害児 (者 )施設でも、これまで段階的
に福祉・介護職員の処遇改善の取組みを行ってきているものの、産業別における平均賃金は、
引き続き低い傾向にある。  














I. 目的  





①  今後施設で働くことを希望する学生等の進路選択の一助とする  





II. 研究方法  











1. 調査対象  
A 県内の施設で働く保育士  
(比較対象として、A 県内の児童養護施設及び児童自立支援施設でも同様の調査を実施 ) 
2. 実施時期  
  2018 年 7～9 月  
3. 回収率  
 141/227 名 (62％ ) 




III. 結果  









ら 6 の 7 段階で回答し、その質問を合計し、平均することで個人のワーク・エンゲイジメン
トを測定し、その後、各施設の平均と施設種別ごとの平均を図に表した。 (図 1) 
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頻度に当てはまる数字（1 から 6）を、質問文の左側の下線部に記入して下さい。  
 
 ほぼ感じない  あまり感じ
ない  
時々感じる  よく感じる  と て も 感 じ
る  
常に感じる  
0 1 2 3 4 5 6 
全くない  1年に数回以下  1 か月に 1 回
以下  
1 か月に数回  1 週間に 1 回  1 週間に数回  毎日  
 
1.       仕事をしていると、活力がみなぎるように感じる。（活力 1）  
2.       職場では、元気が出て精力的になるように感じる。（活力 2）  
3.       仕事に熱心である。（熱意 1）  
4.       仕事は、私に活力を与えてくれる。（熱意 2）  
5.       朝に目が覚めると、さぁ仕事へ行こう、という気持ちになる。（活力 3） 
6.       仕事に没頭しているとき、幸せだと感じる。（没頭 1）  
7.       自分の仕事に誇りを感じる。（熱意 3）  
8.       私は仕事にのめり込んでいる。（没頭 2）  
9.       仕事をしていると、つい夢中になってしまう。（没頭 3）  
 




図 1 の通り、障害児施設、障害者施設とも、島津ら (2010)による研究の日本人労働者より
も高いことがわかる。さらに過酷だといわれる児童養護施設等においても前述の平均よりも
高いことがわかった。  






















































































利用者の声 )があってこそ、供給 (保育士、職員のかかわり )が必要となってくるのである。  
 





 保護者とともに子どもの成長を確認し、共有できたこと  
 子どもの成長を保護者の方と一緒に喜べること。障害があるかもしれないと不安にな
っている保護者の方の子育ての援助・支援ができること。  
 支援目標を立て、目標達成のため試行錯誤する楽しさ  
 子どもと関わっていて意思疎通が図れたとき。子どもの要求に応え満足してくれた時。 
 余暇活動などで子どもたちが笑ってくれた時  
 子どもといることが毎日楽しい。  
 退所した子どもが遊びに来てくれた時は成長を感じてうれしい。子どもたちの頑張る
姿を見ることができたとき。      
障害者施設
 
 一緒にいて利用者さんが笑顔であること「ありがとう」と言ってもらえること。  
 支援を通して笑顔になったとき。  
 利用者の目標達成を手伝うことができたとき  
 利用者の方と笑いながら会話しているとき  





 利用者さんに支援を行う際の利用者さんの笑顔、利用者さんに喜んでもらえること  
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表 3 施設で働く中での課題(自由記述) 
障害者施設
 
 離職率が高く、教えてくれる先輩、上司がいないこと。  
 年度替わりに異動となる  
 不規則な勤務のため、身体への負担が大きい  
 他職種の職員と意見が異なる  
 腰が痛い、仕事がきつい  
 人手不足、土日祝日の勤務が多い  






の不備、職員の入れ替わり (離職、異動 )、身体的なしんどさ (腰痛等 )、他職種との連携、専
門性の向上などが挙げられた。このことから、その多くの課題は、“人”であることが明ら
かである。施設で働くことに思いをもって入職しても、一人で行うわけではなく、チームケ
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